
李和 2年度 2学期終業式 枝長式等   <2020‐ 223>
今 日で9月 1日 からの 2学期が終了します。
コロナ渦の影響で、いくつかの行事のヤ上や縮小を余儀なくされましたが、それでも、

体育祭・スピーチコンテス ト・逹足・出口への研修旅行 など実施できた行事もありました。
また、部活動においても柔逍 。新体操・陸上 。空手・野球部、そしてオーケス トラ部の大会が

無事に開催 され、そして奸茂織をおさめました。
「できなかった事」よりも「できた事 !」 に対 して、有難いと感謝の気持ちを
しっかり持ちたいと思います。

冬休みを4え るにあたって二つ程  お話 し。お願いをしておきます。

ひ とつ め・ ・ ・

「どうぞ|'民界を自分で決めないで欲 しい |」 という事です。以前、合同朝オLの一言でも

少 し触れましたが、偽差値 30だ った “ビリギャルの小林 さやかさん"は 、わずか 1年半で
偽差イ1置 を40上げて几事、慶應大学に現役合格 しました。
せ間の人は、「さやかは鬼々頭がょかったんだ」って言 うけれど、決 してそうじゃない。
塾の先生 (汗口先生)と の出会いがあり、自分で無:理だと決めず「やってみなきゃわかんない
っしょ !」 と言い開かせ、ワクワクすることに挑戦 した

`吉

呆 が合格に繋がった 。・んだ
と、彼女は、はっきり言っております。
3年生の普さんは 1ケ 月後には、初めての各験■ ・高校入試・受験が控えています。
小林 さやかさんの言葉を借 りれば・・ 。「えぬ気で何かを頑張るって意外 といいもんだ。
そこから自分の人生が音をたてて広がっていくんだ。」
どうか、勉強 も合め すべてのことのf興界を自分で決めてしまわない様にお願いします。
頼みます。

ふたつめ・・ 。  (ち ょっと式辞には相た しくないかもですが、開いて ください)
昨日、朝、登狡 して工門 くぐりますと数名の小学生が集まっていました。どうしたの ?
と尋ねたら、なんと人の排泄物 “うんら''が 5・ 6個 ボツリボツリと並んで落ちてました。
すぐさま中学校合に行 き、縁朝掃 き挿除をしている 3年生の F君 にその事実を伝えました。
すると彼は、ほうきとテミ (大 きなチリトリ)を 持って、なって正門に向かいました。
そして汚いとも臭いとも言わず、黙々とその排泄物 を拾い集め、几事にロイえして くれました。
これも以前お話 ししましたが、F君 は合同朝礼後校長室にきて、営澤贅治の「的にもまけず」
の詩を無朝復喝 しています。

? ,>f l: 「東に病気の子供あれば行 って看病・・・西に友れた母 あれば稲末を背負い 。・
南にえにそうな人あれば行って・・・北に喧畔や訴訟あれば

の件 (く だり)が あります。
昨日の F君の行動は、「ヱ爾 :こ “うんち"あ れば 行って 口楓 じ l」・・ 。と、
几事な あざやかな 立派な 社会貢献活動 !で した。
さあ・・ 。ここで春さんに考えて欲 しいこと、感じて欲 しいことは・・・

行動に移すことは、真に大変です ! でも、ヌF実行 ! 実際にやってみれば

な一んだこんな容易い事なんだと慇じるはずです。

東に、脅に、歯に、北に 。。と4方向に動け !と は言いません。

でもせめて、 1方 向ぐらいには、 しっかりと興木 。関′蟷をしめし、一隅を照らす
社会貧状活動・・・のできる人人 (ヒ ト)に なって ください。

ど うぞ、 明 日か らの冬休 み 、 ONと OFFの  め りは りを しっか り持 ら、
くれぐれも「慇染症対策」そして健康に留意 し、1月 8日 え氣な姿を几せて く
2学寿k春 さん、本当によく頑張 りました。
以上で、 2学期締め くくりの学と長の言葉といたします。

今和 2年 12月 23日   生え学園中学校校長

やめろ・・・ 」

だ さい。

佐近 隆義


